
 

 

 使用者は，社員の健康に対して安全配慮義務を負っていますので（労契法 5 条），

遅刻や欠勤が急に増えたり，集中力や判断力が低下して単純ミスが増えたりするな

ど，精神疾患発症が疑われる社員については，上司から具体的問題点を指摘した上

で，医療機関での受診や産業医への面談を勧めるなどする必要があります。 
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Ｑ137．遅刻や欠勤が急に増えたり，集中力や判断力が低下して単純ミ

スが増えたりするなど，精神疾患発症が疑われる社員がいる場合，ど

のように対応すればよろしいでしょうか。 


